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Breast reconstruction using free posterior medial thigh perforator 























基部からの遊離皮弁を挙上し，乳房再建を行った（図 1）．この大腿近位部 1/3 の後面から
内側面より採取する穿通枝皮弁を，遊離後内側大腿穿通枝皮弁(Posterior Medial Thigh 
Perforator flap: PMT perforator flap) と命名した．その後も症例を積み重ねたところ，







2012年 5月までの 6年間に，PMT perforator flapを用いた乳房再建術を 67名の乳癌患













皮弁(92.9%)が動脈 1本，伴走静脈が 2本のパターンで，血管柄の全長は平均 4.3cmで，動
静脈の口径の平均はそれぞれ 1.6mm，1.64mmであった． 
再建患者 67名の平均年齢は 42歳で，平均観察期間は 34ヶ月であった．一次再建 34例，




欧米では，横軸型の薄筋皮弁 TMG (TUG) flap による乳房再建が多く行われているが
(Arnez ZM et al., 2004; Schoeller T et al., 2004; Wechselberger G et al., 2004; Vega SJ et 
al., 2009)，TMG flap の皮島に分布するのは内側大腿回旋動静脈からの穿通枝である．この
穿通枝は PMT perforator flap の穿通枝よりも前方に位置し薄筋周囲に存在している．両皮


















図 1 PMT perforator flap の挙上法 
大腿近位部 1/3の内側面から後面にかけて三日月型の皮島をデザインする．穿通枝の位
置の目安は，大腿基部より 8.0cm 膝側で薄筋の後縁より 3.0cm 後方である．PMT 
perforator flapは仰臥位で採取でき，膝関節は 90°屈曲，股関節は 45°屈曲，60°外
旋位にて開始する． 
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